
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新人社員は失敗を恐れて動けていないように感じる。業務での失敗は当たり前と思っているので、どんど

ん動いてほしい。ただ、雇用関係なので甘えによる怠惰は当然叱る（企業） 

・元気のいい挨拶ができるだけで、まずは良い（企業） 

・履歴書にアルバイト歴があると、採用時に良い評価になり得る（企業） 

・ホームページのない企業は生徒の選択肢に入りにくい（学校） 

・今と昔では授業等で配慮すべきことが増えているものの、教育の本質は変わらない（学校） 

・高校の授業参観に保護者が多く来校されるところを見ると（昔は少なかった）、家庭での子どもへの関心

が強くなっていると感じる（学校） 

・生徒の面接練習の指導を、企業の方にしてもらえたらありがたい（学校） 
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地域と学校の連携推進だより 

「学校と企業のざっくばらん懇談会」 

ご参加ありがとうございました！ 
 

 

オホーツク教育局は過日、一般社団法人中小企業家同友会オホーツク支

部と共催により、教員育成産官学連携プロジェクト（ＳＫＧプロジェクト）

の一環として、上記懇談会を開催しました。同友会オホーツク支部は 10 年

以上前から本懇談会を主催されており、今回は教育局との共催とさせてい

ただくことで、より学校側のニーズを盛り込み、学校と企業双方が満足で

きる懇談会の在り方を考え、企画させていただきました。その結果、懇談

会には計 40 名（企業 19 名、学校関係者 14 名、支援機関１名、行政機関６

名）にご参加いただき、大盛況のうちに終えることができました。 

（満足度 90.6 点／100 点※参加者事後アンケートから） 

ご参加いただいた北海道家庭教育サポート企業 様（登録順） 

日東建設（株）、ネッツトヨタ北見（株）、日本郵便（株）、(株)林鉄工、岡村塗装 

来年度も実施予定です！ 

懇談会で話題になった内容を紹介 

・おもしろい話が聞けました。ここで学んだことを 
生徒に還元していきたいと思います。 

・学校では進路指導に関わらない先生はいないた
め、若い先生方がもっと参加すると良い。 

・企業の方からの視点は、先生同士では出てこない
発想が多く大変勉強になりました。 

＜次のテーマを参考に 30分×３回のグループトーク＞ 
  １．求人票の見せ方・読み方 
  ２．今の教育を受けた若者が活躍できる企業風土をどのようにつくっていくか 
  ３．企業を辞めていく理由と続ける力を付けるために 
  ４．中高生で身に付けておきたい力 

参加者の感想 

・入社歴が浅い自分が参加するのは緊張しました
が、普段聞けないお話を聞けて、とても刺激を
いただきました。 

・情報交換が主だったので、もう少し建設的な話 
ができるようになれば良かったです。 

 

学校 

 

企業 

 

今回、学校は進路指導担当の先生方に多く参加いただきましたが、すべての先生を対象としていますの
で、来年度はぜひお気軽にご参加ください。６月末頃の実施を予定しております。 

また、家庭教育サポート企業様におかれましては、今後北見市以外の地域でも開催を検討していきます
ので、お声かけさせていただいた際には、ぜひご協力のほどお願いいたします。 


